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 本 Discussion Paper は、所内での討論に用いるとともに、関係の方々からのご意見を頂く
ことを目的に作成したものである。 
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I.  科学技術の成果で日本が一目置かれる国であり続ける 
II.  科学技術の未踏領域への挑戦で夢や希望を得る 
III.  地球規模の問題の解決に積極的に貢献する 
IV.  新たな産業分野を開拓して、日本が経済的な国際的競争力を維持し続ける 
V.  持続可能な社会システムを目指した新しい仕組みを構築する 
VI.  個人の可能性が広がって、生活の豊かさが実感できる 
VII.  社会が平和で安全・安心に暮らせる 
VIII. 災害に強い 
IX.  健康に生活できる 
X.  社会の構造変化に対応する 
XI.  誰もが家庭や社会でやりがいを持ってそれぞれの役割を担い、互いに助け合う 




                                                  
iiiたとえば「科学技術の中長期発展に係る俯瞰的予測調査デルファイ調査」（文部科学省 科学技術政策研究所 
2005、NISTEP Report No.97）など 




































                                                  
iv「心の豊かさ」については平成 18 年度以外にも、平成 19 年度（第 3 部 第 4 章 2）、平成 20 年度（第 2 部 
第 4 章 3）科学技術白書で言及している。 
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 (A) 心身ともに健康な生活の実現 
 (B) 楽しく安らげる暮らしの実現 
 (C) 安全・快適なモビリティーの実現 
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・「心の豊かさ」時代における生活者の価値志向の抽出 
  ↓ 
・抽出した価値志向に沿った社会ニーズの抽出 
  ↓ 
を
より向上させるもの
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4 検討手順とその結果 

































を考える。もちろん志向性とサービス基礎概念は 1 対 1 対応になるとは限らず、また志向
を満たすすべてのサービスを抽出できるわけでもない。このめ本論の示すサービス基礎概
念およびサービスは、志向を満たすための主要なものと考えられるものの、あくまで事例























は、まだ PLI には基づいてない）。 
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以上より、行為軸として図表 4.2-2 の①～⑧に記す項目を設定する。 
 





















欄‥該当するものが 1 年分で 8 記事程度しか抽出できず、素材としての量が不足する。 
・新聞記事データベース‥（例：「心」＆「豊か」をキーワードとした検索）全国版では何


















4.2.3  抽出した“言葉”の分類 
抽出した言葉のうちから関係あるものを選択し、空間に配置する。空間の構成として、た
とえば以下のような幾つかの軸が想定される。 
・promotive（促進的） － preventive（抑制的） 
・長期的目標 － 短期的（刹那的）目標 
・自己完結性 － 他者関係性 
・利他性 － 利己性  
・（サービスに対して）能動的 －受動的 
これらの軸上に抽出した言葉を試行錯誤的に配置して、最も説得性の高いものを選択する。
また 2つの軸を直交させることも考えられる（図表 4.2-3）。 
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Ｆ 経過重視
 











図表 4.3-1 ニーズ・マトリックス 
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（2）関係性の追求 
















（平成 19 年度国民生活白書 15） はじめにより作成） 
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図表 4.4-6 生活満足度を高める要素 
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  ↓ 
・「個」を外部へアピールする 
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・漠然とした将来ではなく、10 年後や 100 年後など、ある程度、時間間隔を明確にする。 
・結果に対する評価法を明確にする。 
・近代化そのものに対する見直しなど、もう少し上から見た目線を入れる。 
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さらに 5.4 で述べるサービス構想の関係を図表 5.3-1 にまとめる。 
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   ・発話情報（≒コード化情報） 
 二次情報（発話に付随） 
   ○身体的情報（身振り、表情、声調） 
   ○空間的情報（場所、環境） 
   ○時間的情報（会話時刻・時間） 
 三次情報（直接に伝えられない情報） 
   ■論理的情報（論理） 
   ■参照的情報（引用） 
   ■規範的情報（文化、倫理、規範、制度） 
   ◇背景的情報（人物像、職業、経歴） 
   ◇前提的情報（共通認識、保有常識） 
   ■心的情報（意図、内心、本音） 
   ■発語媒介行為的情報（含み、行間の意） 
   ○生理的情報（心拍数、息遣い、目線） 











































































































  ・時間、場所、温度や湿度、人の混雑度などの空間的情報 
  ・出来事などのその場の社会的状況情報 
（β）身体密着型センサー  
  ・発話、行動などの能動情報 
  ・五感（視覚、聴覚、触覚、臭覚、味覚）を中心にした受動情報 
  ・行為記録（何を、どのようになど）の事実情報 
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た。そのような中で特に、株式会社 NTT データ 技術開発本部 ソフトウエア工学推進センタ
の内藤孝一課長からは、データ収集法のヒントを頂いた。同じく株式会社 NTT データ システ
ム科学研究所の寒川裕主幹研究員および山田英二副主任研究員には、社会的価値変化やサービ
ス検討に際してのアイデア提供やディスカッション参加などにおいて、全面的な支援を頂いた。
株式会社 ウエーブプラネット代表 ツノダ フミコ社長には、消費者マーケティングの視点から種々の
アドバイスを頂いた。東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻の江間有沙さんには、データ
の収集や整理で大きな協力を頂いた。 
また本 Discussion Paper をまとめるに際して、科学技術政策研究所 科学技術動向研究セン
ターの奥和田久美センター長には多くのアドバイスを頂いた。さらに本プロジェクトの遂行と
並行して、参考にすべき専門家の考えやその背景を学ぶために講演会やシンポジウムを開催し





― 以上 ― 
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付録 1 技術戦略マップ 2007 年 5）（経済産業省）の活用について 













































 手順①ニーズ Matrix の各セルに入る具体的サービスを技術戦略マップの予想技術をベ









  例）技術戦略マップにおける情報・通信分野 P.174 
②各項目が(I)どのような価値観（縦軸）に根ざしているかを考える 
  例）技術戦略マップにおける 49 インターネットの～不正侵入検出やウイルス検出の技
術 ‥結果重視（図表 4.3-1 ニーズ Matrix）に類似 
③各項目が(II)どのような活動（横軸）に根ざしているかを考える 
  例) 技術戦略マップにおける 49 インターネットの～不正侵入検出やウイルス検出の技
術‥住まう（図表 4.3-1 ニーズ Matrix）に類似 
④②と③がクロスするところのニーズとの整合性を考える 
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図表 付-2 志向クロス（例） 
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付録 3 本プロジェクト企画による講演等 
 
講演 1 ： 科学技術と倫理 ～21 世紀の課題～ （科学技術政策研究所 講演録―187） 
講師 ： 英知大学 教授、  東京大学 名誉教授 
哲学美学比較研究国際センター長 今道 友信 先生 
日時 ： 平成１７年９月２０日（火） 











講演 2 ：  定常型社会と科学技術（科学技術政策研究所 講演録―171） 
日時 ： 平成１７年 11 月２5 日（金） １４：００～１６：００ 
場所 ： 三菱ビル ９階 第９６４・９６５会議室 （〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-5-2） 









講演 3 ： 少子化を前提にしたこれからの社会を構築する （科学技術政策研究所 講演録―178） 
日時 ： 平成１8 年 2 月１5 日（金） １２：００～１4：００ 
場所 ： 三菱ビル ９階 第９６４・９６５会議室 （〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-5-2） 
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講演 4 ：  「心の豊かさ」時代の社会ニーズを探る 
     ― 巨大社会変化の認識と科学技術への期待 ― 
          （科学技術政策研究所 講演録―225） 
講師 ： 政策研究大学院大学教授 松谷 明彦 先生 
日時 ： 平成 19 年 12 月 10 日（月） 14:00～15：30 
場所 ： 三菱ビル 10 階 コンファレンススクエアＭ＋ 「ミドル１＋２」 















講演 5 ：  「心の豊かさ」時代の社会ニーズを探る 
  -- マーケティングに学ぶ社会ニーズの把握法と科学技術への期待 -- 
      （科学技術政策研究所 講演録―230） 
講師 ： 株式会社 ウエーブプラネット代表  ツノダ フミコ 氏 
日時 ： 平成 20 年 2 月 26 日（火） 14:00～15:30 
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シンポジウム ：  「心の豊かさ」の時代に求められる科学技術の役割 
  － 心の豊かさ重視の成長社会の実現に向けて － 
         （科学技術政策研究所 講演録―222） 
 
主 催 ： 文部科学省 科学技術政策研究所 
協 力 ： 内閣府 経済社会総合研究所 
講演者等 ：  
  長尾 真 （独）情報通信研究機構 理事長  
  高柳 雄一  多摩六都科学館 館長 
  パネリスト  野口 和彦 （株）三菱総合研究所 研究理事 
  塩谷 喜雄  日本経済新聞社 論説委員 
  林 光   （株）博報堂 生活総合研究所 主席研究員 
  刀川 眞  室蘭工業大学 情報メディア教育センター 教授 
日時 ： 平成 19 年 3 月 19 日（月） 13:00～17:30 
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